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𝑄値：　𝑄 𝑠, 𝑎  
            ここで𝑠: 状態（state) 
                           𝑎:ｱｸｼｮﾝ(action) 

Q値 
アクション 
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状
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… … … … … 

２ ① 欄外 ③ ⑦ 

… … … … … 

𝑄 ２，右 ＝１ 
𝑄 ２，上 ＝欄外 
𝑄 ２，左 ＝3 
𝑄 ２，下 ＝7 

𝑄値は、行動の「価値」、「報酬」 
       ここではﾌｪﾙﾓﾝ量やｸｯｷｰ 



時間 ｔ＝1     ｔ＝2         ｔ＝3         ｔ＝4          ｔ＝5 

報酬 ｒ１＝0     ｒ2＝0         ｒ3＝2.71        ｒ4＝0          ｒ5＝100      

ｱｸｼｮﾝ    𝑎 １＝右       𝑎 2＝下        𝑎 3＝下       𝑎 4＝右     

エピソード１ 

𝑠 １＝1  𝑠 １＝2  𝑠 １＝3 

𝑠 １＝4  𝑠 １＝5  𝑠 １＝6 

𝑠 １＝7  𝑠 １＝8  𝑠 １＝9 

状態 



状態𝑆𝑡 状態𝑆𝑡+1 

𝑄 𝑆𝑡+1, 2  

𝑄 𝑆𝑡+1, 1  

𝑄 𝑆𝑡+1, 3  
𝑄 𝑆𝑡+1, 4  

𝑄 𝑆𝑡 , 1  

𝑟𝑡+1 

𝑄 𝑆𝑡, 𝑎1 + α 𝑟𝑡+1 + 𝛾 ∙ 𝑚𝑎𝑥𝑄 𝑆𝑡+1, 𝑎𝑡+1 − 𝑄 𝑆𝑡, 𝑎𝑡  

期待報酬 

𝛾：割引率⋯ ⋯ﾌｪﾛﾓﾝが時間と共に薄れたりする分を割り引きます 
α：学習率⋯ ⋯何度も往復して学習すると信頼度が上がってきます 

𝑟𝑡+1 + 𝛾 ∙ 𝑚𝑎𝑥𝑄 𝑆𝑡+1, 𝑎𝑡+1  𝑄 𝑆𝑡, 𝑎𝑡  

α 1 − α 
𝑸 𝑺𝒕, 𝒂𝒕  

旧 

新 

𝑸 𝑺𝒕, 𝒂𝒕  新 

遅延報酬 


